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传统工艺品就是采用当地产出

的材料，凭借传统工艺手法和匠人

的技术制作而成的物品。

在高知县，冠以“土佐〇〇”

之名的传统工艺品为数不少，例如

土佐和纸、土佐瓦、土佐灰浆、土

佐古代漆器、土佐风筝、土佐备长

炭等等。其中不乏自千年之前传承

下来的传统技术，支撑着高知引以

为豪的传统产业。

这一期，我们将为您介绍“土佐刀具”和“宝石珊瑚”。

我们追溯历史，展开了一场寻找匠人们精心之作的旅程。
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在高知，有很多制作各种各样刀具的店铺。有打

制镰刀和锯的，也有打制斧头和菜刀等的。为了支

撑高知的林业发展，铁匠们用自己的双手不断锻造

出各种不同类型的刀具（镰刀、锯、斧头等）。土佐

刀具用来修枝剪叶非常有名。

从位于香美市土佐山田町的土佐刀具流通中心

出发，驱车几分钟，穿过一片种植小葱和韭菜的塑

料大棚之后，我们来到了一家铸造刀具的店铺。在

那里，土佐刀具的传统工艺师—山下哲史先生正

在打制镰刀。

我们向镰刀锻造师傅—山下先生请教了很多

关于土佐刀具的事情。山下师傅说道：“直到大约30

年前为止，土佐镰刀一直大量出口到以东南亚为中

心的许多国家。但是，近年来受机械化的影响，来自海外的订

单骤减。如今在日本一般家庭，点柴烧水的习惯也逐渐消失，

大家不再需要用柴，也就不再需要砍树了。因此，目前的现状

就是手工镰刀的生产量不断减少。不过，说到菜刀，2013年“和

食”被列为联合国科教文组织非物质文化遗产之后，来自德国

和美国等国家的订单有所增加。除了和食带来的影响之外，人

们对手工制作刀具的认识正在改变。”

于是，我们提出了疑问，“在这个越来越不需要刀具的时代，

最畅销的刀具是什么呢？”答案还是菜刀。某私营电视台播放

过关于东京筑地的节目，山下师傅非常自豪地说道：“当时节目

中使用的切生鱼片的刀就是土佐出品哦！”土佐刀具最大的特

征是刀刃锋利。对男性而言，土佐刀具的黑色双刃最受欢迎。

然而，土佐出品的菜刀销售困难仍然是目前现状。山下师傅说

道：“现在大家都经常在外面吃饭。就算在家做饭，也更喜欢使

用不锈钢菜刀。因为不锈钢不会生锈，使用方便，而且价格也

比较便宜。如果刀锋变钝了，也可以直接扔掉。然而，土佐刀
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为寻“土佐刀具”，探访土佐山田
高知县厅CIR　张　慧盈
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具容易生锈，平时需要保养。因此，尽管土佐刀具比不锈钢制

品锋利很多，但使用的人也仅限于专业厨师和热衷钓鱼的人而

已。”

“刀具的魅力是什么呢？”山下师傅回答道：

“现在超市里卖的不锈钢菜刀，就跟工厂生产的曲

奇一样，全部都是使用模型大量生产的，每把刀

都是一样的，没有个性可言。然而，土佐刀具每

一把都是手工制作，是全世界独一无二的作品。

还可以根据客人的要求量身定制，对厚度和粗细

进行局部调整。由于全程都是手工制作，无法大

量生产。经过锻造，组织结构更趋于微粒化，刀

刃的锋利程度随之提高。这就是土佐刀具和不锈

钢产品最大的差异所在。”

“请您谈一谈对土佐刀具将来发展的期望。”针对我们的

提问，“土佐刀具有着悠久的历史，众多匠人用他们的双手

制作出了近乎完美的作品。全世界的刀具看上去好像形状都

差不多，但是不同国家和地区用于农业和山林的刀具形状还

是有所不同的。在长期手工制作镰刀的过程中，我积累了一

些经验和技巧，从而可以根据买家的具体要求进行量身定

制。今后我会灵活使用这些经验和技巧，一如既往地坚持制

作土佐刀具，力求满足每一位买家的要求”，山下师傅娓娓

道来。

一个人的铁匠铺，从铁开始，一步步精心制作而成的一

个个成品，送到了海外买家的手中。“因为农业和山林领域

的生活方式正在不断改变……”从山下师傅的这句话中，与

其说我们能感受到时代的变迁，不如说更多感受到的却是一

种落寞的心情。然而，同时我们也感受到了土佐人坚信“切

东西这一操作是永远不会消失的”，这份日积月累的传统的

厚重感。

在那里，保存有锻造炉膛的温度与内心的宁静。不禁想

要再次拜访，再次感受那种匠心精神。
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您听说过珊瑚婚吗？这是指结婚35周年的纪念日。在这一

特殊的日子里送给您的父母一款珊瑚制礼品吧？提起珊瑚制品，

可能很多人只想到饰品与珠宝。但其实珊瑚已经日西合璧，依

据不同用途渗透在人们生活的各个方面，比如辟邪物、陈设品、

茶道中的枣形茶叶罐、香炉、佛像、画框等。因此，珊瑚的魅

力首先在于珊瑚生长在深海中，成长缓慢，有的品种生长1厘米

需要花将近50年，因其稀少罕见而为人们所喜爱。另外，宝石

珊瑚是游在原木周围的珊瑚虫附着在原木主体上继续生长形成

的，形容它为大自然创造出的艺术品也毫不为过。大自然鬼斧

神工创造出的珊瑚没有完全相同的两件，颜色与花纹各具特色。

～来吧，进入投标现场～
且说，采访当天刚好赶上每月1次的半成品招标会。我们也

有幸兴致盎然地观看了招标会的情景。上午，是各位买家仔细观

察比较产品的时间。下午，主办方会给每一位买家配发一本写有

买家姓名与年限的笔记本，招标正式开始。每位买家将价格写在

笔记本上，扔给主办方。主办方大喊一声“开票!!!”，读出标价最

高的买家名字。于是中标成交。如果遇到特别想入手的制品可

珊
さん

瑚
ご

婚
こん

を聞
き

いたことがありますか？それは結
けっ

婚
こん

から35周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

える記
き

念
ねん

日
び

のことです。夫
ふう

婦
ふ

にとって節
ふし

目
め

となる日
ひ

に両
りょう

親
しん

に珊
さん

瑚
ご

製
せい

品
ひん

をプレゼ
ントしてみませんか？珊

さん

瑚
ご

製
せい

品
ひん

というと、アクセサリーやジュエリーの
イメージしかない人

ひと

もいますが、実
じつ

は魔
ま

よけ、置
おき

物
もの

、茶
ちゃ

道
どう

具
ぐ

のお茶
ちゃ

入
い

れ
の棗

なつめ

、香
こう

炉
ろ

、仏
ぶつ

像
ぞう

、額
がく

縁
ぶち

など和
わ

洋
よう

折
せっ

衷
ちゅう

、用
よう

途
と

によってさまざまなシーン
で使

つか

われています。そこで、珊
さん

瑚
ご

の魅
み

力
りょく

はというと、深
しん

海
かい

に生
せい

息
そく

し、成
せい

長
ちょう

が遅
おそ

く、１センチ成
せい

長
ちょう

するのに約
やく

50年
ねん

近
ちか

くかかる種
しゅ

類
るい

もあり、その希
き

少
しょう

性
せい

からも人
ひと

々
びと

に愛
あい

されています。さらに、宝
ほう

石
せき

珊
さん

瑚
ご

は原
げん

木
ぼく

の周
しゅう

囲
い

を泳
およ

いでいる珊
さん

瑚
ご

虫
ちゅう

が本
ほん

体
たい

に吸
きゅう

着
ちゃく

される事
こと

によって成
せい

長
ちょう

を続
つづ

け、自
し

然
ぜん

が生
う

み
出
だ

した芸
げい

術
じゅつ

品
ひん

といっても過
か

言
ごん

ではありません。自
し

然
ぜん

のサイクルの中
なか

で作
つく

られた珊
さん

瑚
ご

は全
まった

く同
おな

じものがなく、色
いろ

や柄
がら

もそれぞれなのです。

～いざ、入
にゅう

札
さつ

現
げん

場
ば

へ～
さて、取

しゅ

材
ざい

当
とう

日
じつ

は、ちょうど月
つき

に一
いっ

回
かい

の入
にゅう

札
さつ

の日
ひ

でした。私
わたし

たちも興
きょう

味
み

津
しん

々
しん

で入
にゅう

札
さつ

会
かい

の風
ふう

景
けい

を覗
のぞ

きました。午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

は、製
せい

品
ひん

をじっくり見
み

比
くら

べ
る時

じ

間
かん

です。午
ご

後
ご

、バイヤー一
ひ と り ひ と り

人一人へ、名
な

前
まえ

入
い

りの年
ねん

季
き

の入
はい

った小
ちい

さ
な手

て

帳
ちょう

を配
くば

り入
にゅう

札
さつ

開
かい

始
し

。自
じ

分
ぶん

の価
か

格
かく

を手
て

帳
ちょう

に書
か

き、主
しゅ

催
さい

者
しゃ

に投
な

げ込
こ

みま
す。主

しゅ

催
さい

者
しゃ

の「開
かい

票
ひょう

!!!」の大
おお

きな一
ひと

声
こえ

で、一
いち

番
ばん

高
たか

値
ね

を付
つ

けた人
ひと

の名
な

前
まえ

を
読
よ

み上
あ

げます。それで入
にゅう

札
さつ

成
せい

立
りつ

。想
そう

像
ぞう

以
い

上
じょう

に高
たか

値
ね

をつけたり、びっくり

宝
ほう

石
せき

珊
さん

瑚
ご

 高
こう

知
ち

県
けん

珊
さん

瑚
ご

協
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

にて
高
こう

知
ち

県
けん

CIR　張
ちょう

　慧
けい

杰
けつ

宝石珊瑚 在高知县珊瑚联合行会采访
高知县厅CIR　张　慧杰



最初听说珊瑚除了饰品之外还可以用于绘

画创作时，我们工作人员的第一感觉是惊讶。

“我借助珊瑚的力量来绘画。它是高知美丽

海洋的产物。珊瑚的色泽与质感中蕴含着治愈

人的力量。”越智女士婉婉道来。在越智女士的

作品中，被熏黑的银箔与栩栩如生的色彩相映

成辉，各种素材共同构筑和谐的画面。整个画

作中，让人感到放松与温暖的色彩是一粒粒珊

瑚粉末。自古以来日本画的传统技法中，有将

天然矿物磨碎作为绘画材料使用的先例。不过

越智女士的作品中使用的不是市场上销售的画材，而是使用高

知珊瑚自己精炼制作的材料。然后将这些材料使用“动物胶”

黏着在画布上，因为独特的制作方法，使得珊瑚的颗粒感浑然

天成地跃然纸上，画面更加立体，并且使得画风整体与众不同。

另外，据说经年累月珊瑚的色泽很少发生变化。正因为

如此，随着时间的流逝，银箔等材料的质感发生变化，

与珊瑚末形成的强烈对比也非常美丽。

将高知的珊瑚作为画材使用的契机
她觉得“高知的大自然孕育出了美丽的珊瑚，但是对于

高知的当地人来说，由于在日常生活中过于习以为常所以没

有认识到珊瑚的珍贵价值。我想要让更多的人了解到高知

的魅力。”于是，她决定开始精炼天然珊瑚粉末。但是，越智

女士并不懂得精炼珊瑚的诀窍，并且不是高知本地人，也不

认识雕刻珊瑚的工匠。缘分的奇妙之处在于，有一天越智女

士在一家珠宝店购买珊瑚耳环时，鼓起勇气说“能不能将这

支耳环的制作者介绍给我认识？”于是，她与这位珊瑚匠人

熟识，并且学习到了精炼珊瑚粉末的方法。这位匠人至今仍

然偶尔出现在越智女士的个人展览会上。雕刻界的理所应

当≠日本画界的理所应当，不过她却做到了跨越不同领域的

藩篱，吸取精华，互通有无，将高知的珊瑚文化发扬光大。

能就会把价格写高，同时也有以令人惊讶的便宜价格入手货品的

情况，也有因为自己想要买的商品被他人买走了而叹气的人。所

以说，珊瑚并没有固定的行情。只是，近20年来，最受欢迎的是红

色珊瑚。颜色越深越受买家瞩目。

～珊瑚的历史与未来～
日本宝石珊瑚的历史，始于1812年在室户海，当地渔师将

偶然打捞到的珊瑚进献给当地领主。之后，珊瑚渔师与工匠秉

承与自然和谐共生的方式，将传统工艺代代传承。另外，由于

某种因缘得到的宝石珊瑚也可以代代相传，不论过了多长时间

经过工匠重新打磨，仍然能够绽放光泽，伴随着过往的回忆继

续使用。

但是，珊瑚传统工艺目前面临着后继者不足的问题。作为

解决这种局面的方法之一，每年2月下旬到3月上旬，在“高知

观光信息发布馆土佐露台”举办土佐珊瑚祭。通过展示入选珊

瑚名作竞赛的作品，提升年轻人对珊瑚的兴趣与热爱，同时也

是对珊瑚工匠辛勤工作的鼓励。去年共计展示有130到150幅作

品，迎来了包括中国大陆、台湾地区以及韩国在内的2500人到

场参观，得以向众多人展示了珊瑚的魅力，对于珊瑚工匠来说

也是学习加工技术与提高艺术鉴赏力的好机会。

珊
さん

瑚
ご

に、アクセサリー以
い

外
がい

の使
つか

い道
みち

があるなんて。
という驚

おどろ

きが私
わたし

たちスタッフの最
さい

初
しょ

の感
かん

想
そう

でした。「私
わたし

は珊
さん

瑚
ご

のパワーを借
か

りて、絵
え

を描
えが

かせてもらっている。
高
こう

知
ち

の美
うつく

しい海
うみ

があってのもの。珊
さん

瑚
ご

の色
いろ

合
あ

いや質
しつ

感
かん

は、人
ひと

を癒
いや

すちからを秘
ひ

めている」という越
お

智
ち

さん。越
お

智
ち

さんの作
さく

品
ひん

は、いぶされた銀
ぎん

箔
ぱく

やビビッドな色
しき

彩
さい

な
どさまざまな素

そ

材
ざい

がハーモニーをなす。そこに、ほっ
とする温

あたた

かみのある彩
いろど

りを重
かさ

ねているのが、珊
さん

瑚
ご

の粒
つぶ

（珊
さん

瑚
ご

末
まつ

）です。古
ふる

くからの日
に

本
ほん

画
が

の技
ぎ

法
ほう

で、画
が

材
ざい

とし
て天

てん

然
ねん

鉱
こう

物
ぶつ

を粉
ふん

砕
さい

して使
つか

うことがあるが、越
お

智
ち

さんの
作
さく

品
ひん

に使
つか

われているものは、市
し

販
はん

されている画
が

材
ざい

ではなく高
こう

知
ち

の珊
さん

瑚
ご

か
ら精

せい

製
せい

した自
じ

家
か

製
せい

のもの。これを、のりとなる「にかわ」で接
せっ

着
ちゃく

するのだが、
オリジナルだからこそ、さんごのゴロっとした粒

つぶ

感
かん

が残
のこ

るほど立
りっ

体
たい

感
かん

が
あり、絵

え

の画
が

面
めん

全
ぜん

体
たい

を際
きわ

立
だ

たせる。また、珊
さん

瑚
ご

は経
けい

年
ねん

による色
いろ

の変
へん

化
か

が
少
すく

ないという。だからこそ、年
ねん

月
げつ

が経
た

ったときに銀
ぎん

箔
ぱく

な
どの風

ふう

合
あ

いが変
か

わっていく素
そ

材
ざい

との対
たい

比
ひ

が美
うつく

しい。

高
こう

知
ち

の珊
さん

瑚
ご

を画
が

材
ざい

として使
し

用
よう

するきっかけ
「高

こう

知
ち

には自
し

然
ぜん

に育
はぐく

まれた美
うつく

しい珊
さん

瑚
ご

があるのに、高
こう

知
ち

の人
ひと

にとってはあまりにも身
み

近
ぢか

すぎて、その尊
とうと

い価
か

値
ち

に気
き

づいていないのかもしれない、この魅
み

力
りょく

を広
ひろ

めたい」と思
おも

い立
た

ち、天
てん

然
ねん

珊
さん

瑚
ご

末
まつ

の精
せい

製
せい

を決
けつ

意
い

したという。しかし精
せい

製
せい

のノウハウは乏
とぼ

しく、県
けん

外
がい

出
しゅっ

身
しん

の越
お

智
ち

さんに珊
さん

瑚
ご

彫
ちょう

刻
こく

の職
しょく

人
にん

の知
ち

人
じん

はいなかった。そこであるジュエリー店
みせ

で珊
さん

瑚
ご

のピアスを購
こう

入
にゅう

したとき、「これを作
つく

った作
さっ

家
か

さんを紹
しょう

介
かい

してください」と大
だい

胆
たん

に頼
たの

んだのが縁
えん

となり職
しょく

人
にん

さんと繋
つな

がりを持
も

ち、珊
さん

瑚
ご

末
まつ

の精
せい

製
せい

のいろはを学
まな

んだ。その職
しょく

人
にん

さ
んは、今

いま

でも個
こ

展
てん

などに顔
かお

を出
だ

してくれる。彫
ちょう

刻
こく

界
かい

のあた
りまえ≠日

に

本
ほん

画
が

界
かい

のあたりまえだそうで、分
ぶん

野
や

という垣
かき

根
ね

を越
こ

えて、良
よ

いものは取
と

り入
い

れ、情
じょう

報
ほう

を共
きょう

有
ゆう

しながら高
こう

知
ち

の珊
さん

瑚
ご

文
ぶん

化
か

を発
はっ

展
てん

させていっている。

する程
ほど

安
やす

く購
こう

入
にゅう

できたり、目
め

を付
つ

けていたものが他
た

人
にん

に取
と

られて溜
た

め息
いき

をつく人
ひと

もいます。そのように、珊
さん

瑚
ご

には決
き

まった相
そう

場
ば

がありません。
ただし、ここ20数

すう

年
ねん

の人
にん

気
き

は、なんといっても赤
あか

色
いろ

珊
さん

瑚
ご

。色
いろ

が濃
こ

ければ
濃
こ

いほどバイヤーの目
め

を引
ひ

きます。

～さんごの歴
れき

史
し

とこれから～
日
に

本
ほん

の宝
ほう

石
せき

珊
さん

瑚
ご

の歴
れき

史
し

は、1812年
ねん

室
むろ

戸
と

沖
おき

で偶
ぐう

然
ぜん

地
じ

元
もと

漁
りょう

師
し

が引
ひ

き上
あ

げ
たものを領

りょう

主
しゅ

に献
けん

上
じょう

したことから始
はじ

まります。その後
あと

、珊
さん

瑚
ご

漁
りょう

師
し

や珊
さん

瑚
ご

職
しょく

人
にん

が自
し

然
ぜん

と共
きょう

生
せい

する形
かたち

で伝
でん

統
とう

技
ぎ

術
じゅつ

を代
だい

々
だい

受
う

け継
つ

いできています。また、
何
なに

かの縁
えん

で宝
ほう

石
せき

珊
さん

瑚
ご

を手
て

にした方
かた

々
がた

も代
だい

々
だい

受
う

け継
つ

ぎ、何
なん

年
ねん

経
た

っても職
しょく

人
にん

に磨
みが

き直
なお

してもらいながら思
おも

い出
で

と共
とも

に大
たい

切
せつ

に使
つか

われているのです。
しかし、現

げん

状
じょう

としては後
こう

継
けい

者
しゃ

不
ぶ

足
そく

の問
もん

題
だい

もあります。その取
と

り組
く

みの
一
ひと

つとして、土
と

佐
さ

のさんごまつりが毎
まい

年
とし

２月
がつ

下
げ

旬
じゅん

から３月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

まで「高
こう

知
ち

観
かん

光
こう

情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

館
かん

とさてらす」で開
かい

催
さい

されています。珊
さん

瑚
ご

名
めい

作
さく

コンテス
トの入

にゅう

選
せん

作
さく

品
ひん

を展
てん

示
じ

することで、若
わか

者
もの

の珊
さん

瑚
ご

に対
たい

する興
きょう

味
み

を引
ひ

き出
だ

し、
職
しょく

人
にん

さんの仕
し

事
ごと

への励
はげ

みとなります。昨
さく

年
ねん

は130点
てん

から150点
てん

の作
さく

品
ひん

が
あり、台

たい

湾
わん

、中
ちゅう

国
ごく

、韓
かん

国
こく

を含
ふく

め2500人
にん

の来
らい

場
じょう

者
しゃ

を迎
むか

え、多
おお

くの方
かた

々
がた

に珊
さん

瑚
ご

の魅
み

力
りょく

を発
はっ

信
しん

でき、職
しょく

人
にん

にとっては加
か

工
こう

技
ぎ

術
じゅつ

や芸
げい

術
じゅつ

性
せい

などを勉
べん

強
きょう

でき
る良

よ

いチャンスとなっています。

高
こう

知
ち

の自
し

然
ぜん

に育
はぐく

まれた 
珊
さん

瑚
ご

の癒
いや

しを絵
え

にのせて
日
に

本
ほん

画
が

家
か

　越
お

智
ち

　明
あけ

美
み

 氏
し

让高知大自然中孕育出的治愈系 
珊瑚在画纸上活色生香

日本画家　越智　明美 女士

越智女士与张CIR

越
お

智
ち

さんと張
ちょう

CIR

精炼的珊瑚粉末。我们
了解到，即使是同一种珊
瑚，研磨颗粒大小不同也
能形成多种多样的颜色。

精
せい

製
せい

した珊
さん

瑚
ご

末
まつ

。同
おな

じ珊
さん

瑚
ご

からでも粒
りゅう

子
し

の大
おお

きさによ

り多
た

様
よう

な色
いろ

ができることが

分
わ

かる
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珊瑚粉末的精炼方法
精炼珊瑚粉末需要反复以下步骤。按照颜色筛选珊瑚→粉

碎→磨碎成细小粉末→除去铁粉→用药品洗干净→使用淘洗法

将微粒分开→干燥完成。赤血红珊瑚研磨出深粉色的粉末，白

色珊瑚研磨出柔软的米色颗粒，稍微有一点微妙的色差。在珊

瑚工匠与研究生院教授的指导下，花了2年时间，

最终成功精炼出珊瑚粉末。当我们询问她，“精炼

珊瑚既花时间又花工夫，不觉得很麻烦吗？”，她

说“没有啊，很开心。使用研钵一个劲儿地研磨

让我欢欣雀跃！”珊瑚质地坚固，粉碎不但非常

费时，同时也会受到周围环境中色素的影响，非

常纤细敏感。但是从越智女士侃侃而谈的神色中，

我们看到她没有将这视为一件苦差事，而是在精

炼过程中注入了自己的感情。

将高知大自然的珍贵传递给年轻一代
通过国内外的展览与研讨会，让更多的人感受

到孕育出珊瑚的高知县雄壮、秀美与宝贵的自然环

境。对于那些还没有认识到珊瑚魅力的人们，她希

望创造契机，让他们也能够被珊瑚的能量治愈。

 越智明美个人主页　http://www.ochiakemi.com/profile　

珊
さん

瑚
ご

末
まつ
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せい

製
せい

の方
ほう

法
ほう

とは
珊
さん

瑚
ご

末
まつ

の精
せい

製
せい

は、度
たび

重
かさ

なるステップから成
な

る。珊
さん

瑚
ご

を色
いろ

で選
せん

別
べつ

→粉
ふん

砕
さい

→細
こま

かくすりつぶす→鉄
てっ

粉
ぷん

を除
じょ

去
きょ

→薬
やく

品
ひん

で洗
せん

浄
じょう

→水
すい

干
かん

製
せい

法
ほう

で粒
りゅう

子
し

をわけ
る→乾

かん

燥
そう

し完
かん

成
せい

。チアカ珊
さん

瑚
ご

からは濃
こ

いピンクが、シロ珊
さん

瑚
ご

からは、柔
やわ

らかいベージュのような色
いろ

味
み

の粒
つぶ

など、微
び

妙
みょう

な色
いろ

の違
ちが

いができるという。
この過

か

程
てい

ができるようになるまでには職
しょく

人
にん

さんや大
だい

学
がく

院
いん

の教
きょう

授
じゅ

の指
し

導
どう

のもと、２年
ねん

間
かん

研
けん

究
きゅう

を重
かさ

ねた。「精
せい

製
せい

は手
て

間
ま

も時
じ

間
かん

もかかって大
たい

変
へん

じゃないですか？」と伺
うかが

うと「い
え、楽

たの

しいんです。さんごを乳
にゅう

鉢
ばち

でひたすらすりつぶす
作
さ

業
ぎょう

もわくわくする！」と言
い

う。珊
さん

瑚
ご

は固
かた

いので粉
ふん

砕
さい

に
時
じ

間
かん

がかかったり、周
まわ

りの環
かん

境
きょう

に色
しき

素
そ

が影
えい

響
きょう

されたりと、
非
ひ

常
じょう

に繊
せん

細
さい

だそうだが、越
お

智
ち

さんの話
はなし

ぶりからは、それ
を苦

く

にせず精
せい

製
せい

の過
か

程
てい

にも愛
あい

情
じょう

を注
そそ

いでいるようだった。

高
こう

知
ち

の大
だい

自
し

然
ぜん

の尊
とうと

さを若
わか

い世
せ

代
だい

につむぐ
国
こく

内
ない

外
がい

での展
てん

示
じ

やワークショップを通
つう

じて、珊
さん

瑚
ご

が育
はぐく

まれる高
こう

知
ち

の自
し

然
ぜん

の偉
い

大
だい

さ、その美
うつく

しさと尊
とうと

さを感
かん

じて
欲
ほ

しいという。珊
さん

瑚
ご

の魅
み

力
りょく

にまだ気
き

づいていない方
かた

達
たち

に
も、新

あら

たな魅
み

力
りょく

を発
はっ

見
けん

するきっかけをつくり、珊
さん

瑚
ご

の持
も

つパワーに癒
いや

されてほしいと話
はな

している。
 越智明美ウェブサイト　http://www.ochiakemi.com/profile

“珊瑚之风”女孩背后上升的温
暖风流是使用赤血红珊瑚粉末调

制出的颜色。

『珊
さん

瑚
ご

の風
かぜ

』女
じょ

性
せい

の背
はい

後
ご

を上
じょう

昇
しょう

する

あたたかい風
かぜ

はチアカ珊
さん

瑚
ご

を粉
ふん

砕
さい

し

て作
つく

った色
いろ

である

来到日本两年了。很多地方都感到与自己国家有所不同，

其中之一便是“自行车”。（顺便说一下我来自韩国）在这里我

看到不论男女老少都骑自行车出行，真切感受到日本真是自行

车的王国啊。并且，我在日本只是每天骑自行车，就知道了有

关自行车各种各样的规则。于是本期我想向一些像我一样在自

己国家不怎么骑自行车或者由于与自己国家自行车规则不一样

而不甚了解的人们，介绍一下自行车王国日本的规则。

首先，自行车规则的大前提是自行车等同于车辆的认知。

骑自行车出行的各位朋友，请不要忘记自行车也是车辆的一种，

请时刻注意在骑行过程中保证步行者优先的原则。

下面详细说明几点规则。①因为自行车属于车辆的一种，

所以饮酒骑自行车也是禁止的。另外，②两辆自

行车并行骑行与③骑车带人也是禁止的。即使是

一点也不想离开的亲密关系，骑自行车时也要稍

微留一点距离。④撑伞骑自行车⑤骑车过程中看

手机也是非常危险的行为，请大家不要这么做。

安装伞架，把伞放置在伞架上并不违规，只是遇

上强风天气比较难掌控自行车方向，所以更加推

荐穿雨衣。⑥天黑之后，请点亮自行车的车灯。

最后，⑦骑行中佩戴耳机也是禁止的。

请遵守自行车规则，守护自身与周围人

的安全吧。如果您需要更加详细的信息，请查阅高知县警

察 本 部(http://www.police.pref.kochi.lg.jp/traffic/

jitenshanoanzen.html)与《道路交通法第63条》的主页。
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ひと
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じ

転
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車
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わたし

は韓
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国
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自
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に
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じ
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回
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国
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じ
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に乗
の

らなかった方
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ちが
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おう

国
こく
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に

本
ほん
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しょう

介
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まず、自

じ

転
てん
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しゃ

は車
くるま

と同
おな

じということがルールの大
だい

前
ぜん

提
てい

だと思
おも

います。
自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

る皆
みな

さん、自
じ

転
てん

車
しゃ

も車
くるま

の一
いっ

種
しゅ

ということを忘
わす

れずに、いつも
歩
ほ

行
こう

者
しゃ

優
ゆう

先
せん

の運
うん

転
てん

に気
き

をつけてください！
それではルールを一

いち

部
ぶ

ご紹
しょう

介
かい

します。①自
じ

転
てん

車
しゃ

は車
くるま

と同
おな

じですので、
飲
いん

酒
しゅ

運
うん

転
てん

はもちろん禁
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し

です。また、②二
ふ た り
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い

反
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かぜ

が吹
ふ

いた
ら自

じ

転
てん

車
しゃ

を運
うん

転
てん

しにくくなりますので、レインコートをお勧
すす

めします。⑥暗
くら

くなったらライトを点
てん

灯
とう

しなければなりませ
ん。最

さい

後
ご

に⑦運
うん

転
てん

中
ちゅう

のイヤフォンも禁
きん

止
し

です。
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じ
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の安
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全
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を守
まも

りましょう。
もっと詳

くわ
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な方
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は高
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知
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警
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(http://www.police.pref.
kochi.lg.jp/traffic/jitenshanoanzen.html)と
「道

どう

路
ろ

交
こう

通
つう

法
ほう

第
だい

63条
じょう

」のページをご覧
らん

ください。
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